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　人間が神の子、仏の子であるという説明は、これまで、いろいろな人が説いてきました。しか

し、その内容は哲学であり、学問であったり、先人の観念をそのままうけつぐといったものであ

ったりして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(み),実)のないものがほとんどでありました。

　そこで、こうしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きせい),既成)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんねん),観念)から離れて、釈迦のいう人間、正法とは具体的にどういうものか。

また、イエス・キリストの愛の精神とはいったいいかなるものをいうのであろうか。そうして、

人間がそれを知った時に、どう生活の上に行じるべきかを、まったく新らしいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しや),視野)のもとに論を

おこしたのが、次ぎに述べる人間の精神構造のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゅじゅそう),種々相)であります。

　それ故に、既成の学問、観念とは内容的に非常にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こと),異)なっておりますが、一字一句をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎんみ),吟味)されれ

ば、そのいわんとするところ、その真意については、きっと御理解いただけるものと確信いたし

ます。どうぞ、そうした意味で、これを読まれる方々は、既成観念を白紙に戻し、その上で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(た),多)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かくてき),角的)に検討していただきたいと願うものです。

　精神　　

　通常精神とは、人の心、人格、あるいは、その人EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),の魂の)ようにいわれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばくぜん),漠然)としています。ここ

でいう精神とは、神仏の精、心、魂の三つをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほうかつ),包括)して精神と呼びます。

　そこで神仏の精についてまず説明しますと、それは、神仏そのもの、エネルギーそれ自体、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じ),慈)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひ),悲)と愛そのもの、ということになります。人間は、誰しも、神仏の精をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ないぞう),内蔵)し、自分自身の心を

つくりEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),、魂を)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(けいせい),形成)しています。神仏の精、エネルギーそのものがあればこそ、万物EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(れいちょう),の霊長と)し

て、人間それ自身を成立させているわけです。いうなればEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いしき),意識)の中心点であります。

　人間以外の動物、植物、鉱物の場合は、地上世界の調和のためのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばいたい),媒体)として、生かされていま

す。つまり、エネルギーの補給をうけている。ところが人間EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(みずか),は自ら)生きている生命体でありま

す。生きている理由、生かされているものとの相違は、一切の事象を認知する能力、大宇宙EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(おのれ),と己)
との一体観、これです。動物その他については、その能力を求めても、求められるものではあり

ません。　　　　　　　　

　次ぎに、神仏の精を受ける受け場EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(うつわ),、器が)、各人の心です。心は各人の意識の中心をなしていま

す。そうしてこの心こそが、神仏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めい),命)をうけて、それぞれの目的、使命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にな),担)っているところで

す。心そのものは、エネルギーの受け場、慈悲と愛のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),織)りなす光体そのものの場であり、私達が

日常生活において、心に問う、心に聞く

反省の相手は、意識の中心にあるところ

の、この心です。

　心は器である以上、大きい、小さい、

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんせん),深浅)の差があります。その差というもの

は、そり人の人格、能力とは関係ありま

せん。人間が神仏の前ではすべて平等、

自由が与えられているように、心の大小

は、その人の役目なり、使命が、それぞ

れちがうということです。

　人体には、頭、胴、手、足があるよう

に、人間それぞれにも、神仏から命じら

れた部署があるのです。太陽系にも、太

陽が中心にあって九つのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わくせい),惑星)、三十二の

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えいせい),衛星)が運動しています。地球には地球の
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使命、月には月の役目があり、地球が太

陽になったり、月が地球になれないように、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おの),自)ずと決められているのです。

　一国の社会でも、政治家、実業家、商人、学者、新聞記者、弁護士、技術者、等々それぞれの

職業があって、一社会を構成しています。これと同じです。然し現実は、各人の心が、そのまま

職業や立場を表現しているとはいえません。今の社会は物質社会で、金のある者、経済力の強い

者が支配階級となっています。人間の価値が金で計算されています。人類に闘争が絶えないの

も、力は正義とするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆいぶつ),唯物)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しそう),思想)がはびこっているためです。

　戦争、内乱、天災、社会不安、病気など、その原因をさぐると、すべて、こうした考え方、行

動にあります。各人が、その心に目覚めたならば、太陽が東から西にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼっ),没)する様に、人体の各機能

も、社会も、自然にノーマルな状態にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふく),復)す事が出来るのです。

　各人の天命、人類の天命というものは、己の心を知った時、始めて達成されて行くものです。第

三の魂は図が示す如く、心を含めて九〇％の潜在意識、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねんたい),想念帯)、一〇％の表面意識の全体をいい

ます。然し魂は、心そのもの、あるいは九〇％の潜在意識が、想念帯や表面意識に強く働きかけ

ている場合は、立派な人格、立派な徳性となって表面に出、人々のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はん),範)となるのですが、心や潜在

意識の働きの弱い場合、あるいは、その働きのない場合は、いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まよ),迷)える魂といわれるように

なってきます。ですから魂そのものは、必ずしも、心をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふく),含)めた全体とはいえない場合もあります。

　以上が、人間の精神とそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうぞう),構造)の大略です。ところで、精神は前述の通り、エネルギーそのも

のであり、そのエネルギーの在り方を図で示すと、波動になります。円の中心は心ですから、中

心のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はどう),波動)は細かく、円周に近くなるほど荒くなってきます。

　九〇％の潜在意識

　この層は、心に通ずる世界です。それは、創造と自由と智慧、慈悲と愛に満ち満ちた、無限の

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほうこ),宝庫)、場所EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いずみ),、泉、)空間であります。宗教的にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゅご),守護)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れい),霊)指導霊の住む世界であり、それは各人の等

しく内在する心のふるさとでもあります。

　各人の潜在意識は、それぞれ心に通じていますが、守護霊そのものは、ある一定の空間、場所

をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(し),占)めているので、その位置は、必ずしも一定ではありません。たとえば、その守護霊の位置

が、想念帯に近くなるほど、神界、霊界となり、逆に、心に近づく程、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼさつ),菩薩)、如来の光が出てま

いります。これは各人のあの世、この世の修業の度合いによって異なるため、違ってきます。然

し各人の努力、その一念力は、その守護霊をして、他の上段階にある知人、友人の指導霊の応援

を求める事が出来ます。守護霊そのものの力が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),仮)りに弱い場合でもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひかん),悲観)することはないので

す。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんり),神理)―EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さと),悟)りは、その人の求める量にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せいひれい),正比例)するように仕組まれているからです。

　心に問う、聞く、ということは、普通は九〇％の潜在意識、つまり守護霊に聞け―、というこ

とです。潜在意識そのものは、光のエネルギーですから、空気と同じように、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むし),無私)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(むしゅう),、無臭で)す。

各人の守護霊は、そうしたエネルギーの世界に住んでいますから、そのエネルギーを、創造、自

由、智慧にかえることができるのです。光のエネルギーは、万物EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(はぐく),を育む)力を持っており、また万

物のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こんげん),根源)であり、同時に、この世にあるものは、あの世にもありますから、その人に必要なもの

は、守護霊が無限に供給し得ることが可能になってきます。

　天才児の才能は、九〇％の潜在意識の一部が、その子の大脳に働きかけるためにおきるもので

す。その子の守護霊があの世で学んだことをダイレクト（直接）で教えるために、本人自身は、

大学生でもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(と),解)けないような、高等数学を平気で解くことが出来ます。しかし、その天才児が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぞう),増)
EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\al(\s\up 8(ちょうまん),長慢と)なり、俺は偉いというようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆうえつかん),優越感)や、おごる心に支配されますと、守護霊の働きはとま

ってしまいます。これはなぜかといいますと、たとえば、電気を自由に流すためには、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どうたい),導体)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶっしつ),物質)
でなければなりません。ゴムやベークライトでは電気は流れません。銅、銀でなければなりませ

ん。これと同様に、守護霊は光に包まれ、光の電気的作用でその者に教える（通信ともいう）の

で、その電流を受け入れる導体物質（大脳）が増長慢という不導体物質のベールにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つつ),包)まれると、

光を通さなくなるからです。人間の精神は、光のエネルギーで出来ており、同時に慈悲と愛の波

動から成り立っていますので、そのエネルギーを受ける肉体に、慈悲と愛とは正反対の、人を見

下す増長慢やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いか),怒)りの想念があっては、通じなくなるのは当り前でしょう。天才は一夜にしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どんさい),鈍才)
にかわるというのも、こうした理由によります。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねんたい),想念帯)
　この層は、生きている人間にとって非常に重要な役割りを果しているところです。

　想念帯そのものも意識の一部であり、エネルギーから成り立っていますが、ここは潜在意識と

表面意識がまざり合った世界です。ここには、各人の過去世、前世、あの世での生活の記録と、

現象界、つまりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうてんてき),後天的)経験の一切EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(きろくしゅうせき),が記録集積さ)れています。このため、人それぞれの先天的、後

天的記録を調べる場合は、この想念帯をみるEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いちもくりょうぜん),と一目瞭然で)す。それは、何年何月何日、Ａという

人は、どこで、なにをしたか。極端にいうなら、その日、一日のその人の全経験、考えたことま

で分ります。ウソが言えないとは、ここでもいえるわけです。現在肉体を持っている上々段階光

の天使は、各人の想念帯の記録EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いっしゅん),を一瞬の)うちに、読みとることができます。各人が昨夜見た夢ま

で当てます。つまり、人間は二十四時間、経験と記録の連続であるからです。年中無休です。エ

ネルギーの休息はあり得ません。それは死であり、しかし、肉体的死も、エネルギーは不滅です

から、無とはならない。死んでEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),も魂は)残りますから、死人の行く先、考え、行動が分るのです。

　ある人はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねん),想念)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ていし),停止)をやってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さと),悟)ったように伝えられますが、人間の意識、原理を知りますと、そ

んなバカバカしいことは、全くあり得ないことが分ります。

　想念帯は、過去世の記録と現世の経験の記録集積所でありますから、各人の現象界での運命

は、ここでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にぎ),握)られていることになります。つまり―決まっている。それは職業的に、経済的に、

名誉的に、地位的に、いろいろな面にわたって決まっています。想念帯が映画のフィルムとすれ

ば、現象界での各人の生活様式は、そのフィルムから投映されたスクリーン、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じまく),字幕)であるわけで

す。しかし各人の運命にはEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じょうげん),、上限、)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かげん),下限)とがあって、その間を上がったり、下がったりして、一

生を送ります。上限とはその人の運命の好調時、下限とは、最低時、一番苦しい時期です。しか

も、上限、下限のワクは、各人によってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こと),異)なっています。そのワクの外には出られません。大抵

の人は、下限と中限の間を、いったりきたりして、その一生を終る場合が多いのです。

　現在肉体を持っている上々段階光の天使の光EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いただ),を頂き)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(り),理)を理解するようになりますと、下限

に落ちることはなく、中限、上限にまで、自分の運命が切りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひら),開)かれてゆきます。病気がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なお),治)った。

事業がうまくいった。いい職業につけたというのも、こうした理由によります。

　各人の想念帯は、潜在意識と表面意識の間に横たわり、層をなしていますが、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いち),位置)は、各

人によって一定ではありません。図のように、人間の精神構造は、宇宙界からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆうかい),幽界)までありま

す。そこで想念帯の位置は、各人の前世、過去世、あの世、現世での修行、心のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ちょうわど),調和度)によっ

て、決まってくるからです。同じ心の問題の話を聞いても、これを理解できる人と、できない人

があります。これは想念帯の位置がちがうからです。心に近い想念帯の人は、その理解度は早

く、逆の場合はおそいということになります。しかし想念帯は本人の努力、心の調和度に応じ

て、九〇％の潜在意識の力が強まり、向上されてゆきます。何れにせよ、各人の教養、徳性、も

のの見方、考え方、行動というものは、この想念帯EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(えいきょう),に影響さ)れるところがすこぶる大きく、それ

は、今世での知識、学問をもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こ),超)える場合があります。

　理由はなんであれ、ゲバ学生の存在、あるいはその反対に、体系だった学問を学んでいなくと

も、大企業の経営者をして、立派にその勤めを果たしている多くの事実をみる時、各人の想念帯

の重要性は、あらためて説明を要しないと思います。

　各人の心理状態もその大部分は、想念帯EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(えいきょう),の影響を)うけています。笑い、悲しみ、怒り、苦しみ

など、人によってそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんじゅせい),感受性)は異なります。同EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じょうだん),じ冗談で)も、ある人には笑いであり、ある人には

悲しみになったり、怒りになる場合が、しばしば見受けられます。これは、一〇％の表面意識の

作用もありますが、それ以上に、想念帯のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんぷく),振幅)に本人自身が動かされているためです。今日の心

理学は、この想念帯の振幅の研究といっても過言ではありません。もっとも、心理学も進み、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),深)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そう),層)心理からEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ちょう),、超心)理学までありますが、これらは、さきほどの九〇％の潜在意識EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(りょうえき),の領域に)多少入

り、予知、予言、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とうし),透視)などのさまざまな研究がなされつつあります。この意味では心理学も相当

進んではきましたが、しかし潜在意識の領域は、それを研究するその人の魂、つまり、想念帯、

表面意識を含めた全人格が、相当シッカリしていませんと、その研究成果は期待できるものとは

なりません。この領域は非常に危険度が高いのです。潜在意識層は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じげん),次元)の異なる世界ですし、

あの世の生物（動物霊、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まおう),魔王)）がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はいかい),徘徊)していますから、予知、予言、透視が、仮りに、一〇〇％

当ったとしても、それが本物であるかどうかは分りません。本物というのは、自分の本当の潜在

意識かどうかという意味です。興味本位、当てもの主義、名誉心があって研究しますと、動物霊

や魔王を呼びこみます。真に科学のための科学として、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おのれ),己)が空となり、人類のために役立たせる

ことにあるならば、その研究は、たしかに実を結ぶことになるでしょう。

　一〇％の表面意識

　ここはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごかん),五官)の世界です。すなわち、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がん),眼)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にい),耳)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(びい),鼻)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぜつ),舌)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),身)、そして、これから判断のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きてん),基点)となる

ところの各人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(い),意)、小我があります。ここは日々の生活、行動の場です。そうして、ここでの知

識、経験、想念が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねんたい),想念帯)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きろく),記録)されているのです。眼でみて美しいと感じ、想い、そして行動

に移す時、私共は、表面意識の作用をうけています。耳よりな話しに心を動かし、体にふれるも

のに敏感なのも、表面意識の作用です。

　ともかく表面意識は外見に敏感で、形の世界にとらわれます。そうして、人より偉くなりた

い。金が欲しい。美しい人をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そば),側)におきたい。うまいものが食べたい。楽しいことがしたい。見せ

たい。美しい着物が着たい。といった意の働きが強よく出てまいります。

　しかし、各人の表面意識の作用は、五官、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ろっこん),六根)がそのままストレートにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あら),表)われるかというとそ

うではなく、想念帯の意識が、ブレーキをかけたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うな),促)がしたりするので、その行動は、それぞ

れ異なってきます。ですから五官、六根の上では、誰しも同じように感じても、考え、行動とな

ると、みんな違ってきます。

　人間の苦の原因が、すべて、人間の五官、六根にあるというのも、私共が、この表面意識の作

用に、左右されてしまうところにあります。

　通常EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だいのう),大脳)の働きは、表面意識と想念帯が、その主役をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えん),演)じています。大脳そのものは単なる電

子計算機であり、その計算機は、表面意識と想念帯が指令しているわけですが、本当は、この二

つの意識は、指令室ではなく、指令所は、その奥の潜在意識でなくてはなりません。ところが、

想念帯の層は、非常に厚く、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かた),堅)いために、人はなかなか指令所の指令をうけることが出来ませ

ん。同時にこの二つの層は、各人の生活経験の上になり立っていますから、各人それぞれ異な

り、問題のあるところともいえます。

　いちばん大事なことは、私達の日常生活は普通六根にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たよ),頼)り、想念帯を含めた表面意識が毎日の

生活の主力をなしていますから、これから少しでもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だっぴ),脱皮)するよう努力するとすれば、潜在意識の

声を聞こうとする反省が必要です。反省は人間の持つ特権であり、人間再確認の、神が与えた機

会でもあり慈悲です。ですから、反省こそ、我等人間の人間たる所以であり、精神向上にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),欠)く事

の出来ない、一大要素であるといえます。

　自己保存、黒い想念

　五官、六根に左右されますと、その人はやがて、病気やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(けが),怪我)、その他さまざまEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しょうがい),な障害に)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(みま),見舞)わ

れます。なぜかといいますと、人間は本来、神の子、仏の子であり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じひ),慈悲)と愛、調和を目的とし

て、この世に生をうけたのでありますから、これに反する様な想念行為は、当然それに応じた反

作用をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とも),伴)なうことになるからですEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しゅんかしゅうとう),。春夏秋冬の)自然のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほうそく),法則)は、人間の精神生活にもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(げんぜん),厳然)として、

存在しています。善なる行為は善を生み、悪なる行為は悪を生みます。

　しかし、この世を見渡すと、悪が栄え、善はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひかげ),日蔭)にへいつくばっているようにみえます。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にく),憎)ま

れ者、世にはばかる式に･････。けれどもこれはちがうのです。

　形の上ではそう見えても、その人の内心はどうでしょうか。権力はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うば),奪)うもの式に、やっと手に

したその権力者は、今度は追われる立場となって、身の安全に、夜もろくろくねむれぬ日々を送

る。金持ちは、その金EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(うしな),を失う)まいとして、きゅうきゅうとする。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にく),憎)まれ者は、絶えずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はり),針)の山に、

その身をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ざ),座)しているようで、四六時中、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こし),腰)をうかして生活しているのです。つらい話です。世に

はばかりながらEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(みずか),、自ら)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さば),裁)き、苦しんでいる。これが法則の姿です。

　人は外見では分りません。善人にみえて、実は自分の利害だけしか考えぬ者もあるかと思え

ば、悪人のようだが、無類の善人もいるのです。口先やEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(すがたかたち),、姿形で)は、人の心は分りません。大事

なことは、私共の一生は、この世だけではないということです。各人にはそれぞれ前世があっ

て、この世があり、あの世もあります。そうして再び、この世に出て、あの世にかえる。こうし

た繰り返えしの中に、各人の一生がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れんめん),連綿)として続いているということ。しかも、この世の六十

年、八十年は、あの世の生活にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(くら),比)べると、非常に短かいものです。その短かい期間に、善の結果

が善にならず、悪の結果が悪ではないというのは、おろかしい判断なのです。この世で悪を重ね

れば、あの世でその悪の清算をしなければなりません。この世の悪を、この世で清算すれぱいい

ですが、そうでないと、あの世に持込みます。悪の内容によっては、当然地獄にゆきます。です

から、この世だけの判断で、悪が栄え、善が亡びるとみたら大きな間違いです。

　しかし、こうした事実は、これまで、あまり明らかにされず、そのために、人々は、表面意識

の五官、六根にとらわれ、生きてるうちが花という考えに落ちこんでしまうのです。しかも、こ

うした五官、六根に各人の意識、魂が支配されますと、図のように、表面意識と想念帯に黒EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(かたま),い塊)
りができ、動物霊や魔王、地獄霊がその人EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ひょうい),に憑依し)、難病や事故死、自殺などするようになりま

す。恐ろしいことです。

　現象界に肉体を持っていEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o(\s\up 9(じょうじょうだんかい),る上々段階光)の天使　

　人間の地上における目的は、各人の心の調和と、地上の楽園、つまり仏国土、ユートピアの建

設にあります。この目的は、人間自身が神仏の子であるからです。神と人間を切り離すこれまで

の思想では、こうした目的にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いわ),異和)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かん),感)が伴ないます。けれども神と人間を切り離したところに、人

間の迷信があったのです。人間が神仏である以上、神仏の精神にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),還)えらなければなりません。そ

れは人間自身の責任であるからです。

　神仏である人間が、なぜ動物のようになり下がったか。それは長い地上での生活にふり回わさ

れた結果です。オギァとこの世に出たEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とたん),途端)、人間はあの世での生活を忘れます。忘れる理由は、

前世、過去世のおさらい、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つぐ),償)ない、そうして、あの世での生活の経験を、どう生かせるかの心の

修行があるためです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おぼ),覚)えていては、その修行の目的は、なかば失なわれます。試験にカンニン

グはいけないように。ではなぜ、このような仕組みがあるかといえば、それは長い人間の歴史、

転生リンネのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かてい),過程)に重ねた諸々の罪。キリスト教でいうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いわゆる),所謂)人間の原罪。これへの清算のためで

す。人間の歴史は、今から二億年前にさかのぼります。人類はすべて他の天体から、この地上に

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),降)り立ったのです。当時の人々は調和がとれ、地上は仏国土そのままでした。人々の年令は、五

百才、千才。年もとらない。あの世とこの世は、自由に、行ったり来たりしたものです。この当

時は、人間には原罪というものはありません。

　結婚して子が出来ても、その子はあの世の生活を知っていました。ところが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しそん),子孫)が子孫を生

むようになり、地上の生活になれた人類は、次第に、あの世との交通がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とだ),途絶)え、五官、六根にふ

り回わされるようになったのです。つまり罪をつくりはじめた。罪をつくれば、当然、その罪の

つぐないをしなければなりません。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ま),蒔)いたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たね),種)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),刈)り取ることは、自然の法則だからです。人間自

身神仏の子であり、神仏の子ということは、自然の法則にそって、生きるように出来ているから

です。かくして、人間は、あの世からこの世に、生れ出る時に、あの世の生活、前世、過去世を

忘れるようになったのです。つまり己れ自身の修行が目的となったのです。修行とは、心の調

和、神仏にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),還)える修行です。同時に、二億年前の仏国土、神の国を再びつくること、地上に降り

立ったその目的を果たすためでもあるのです。この二つの目的、これが人間の使命であり、責任

であるわけです。

　人類にこの二つの目的を自覚させ、果たさせるために、光の天使がこの世にあられたのです。

それは神仏の命によって･･････。イエス・キリストが天なる父の命によって、愛を説かれたよう

に、光の天使は、宇宙の原理、人間の在り方、慈悲と愛の神理を説くために･････。釈迦の正法と

は、宇宙の原理、慈悲と愛であります。人間が小宇宙であることの自覚、小宇宙であればこそ、

大宇宙と一体となり、一切の事象を認知できるのです。それは心という点で結ばれているからで

す。心を通じて、小宇宙と大宇宙は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かよ),通)いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あ),合)えるのです。人々は神仏の子であり、宇宙は神仏そ

のものであるからです。

　現象界における光の天使は、神仏の命によって、各人の心の眼をひらかせる役目をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にな),担)っていま

す。仏教が哲学となり、学問となったその誤りをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぜせい),是正)し、二千五百四十四年前に説いた釈迦の正

法、心の神理を、再び地上によみがえらせるために、その予言を実行しているのです。

　そうして神仏の命、光の伝達者となって、人々にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),惜)しみなく光を与えています。ところが各人

の心は、転生リンネという長い歴史の過程に、諸々の想念、諸々の罪を重ねてきました。想念帯

というカラの中に、各人の心はまいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼつ),埋)してしまったのです。このために、普通では九〇％の潜在

意識は特殊な人でなければ開けないといった有様となったのです。開けても、動物霊や地獄霊の

支配をうけるのがオチです。いわんやEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゅご),守護)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れい),霊)の声を聞くことはまず不可能であります。そういう

状況に落ちこんでいるのが現代人です。しかし光の天使は、光の伝達者であり、各人の心、各人

の守護霊をひき出し、想念帯、表面意識に働きかける使命を担っているので、天使の話しを一回

でも、二回でも、より多EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ちょうもん),く聴聞す)ることによって、想念帯にキレツが生じ、窓がひらかれるので

す。各人の表面意識が、天使の話しを聴聞することによって、想念帯の奥にいる守護霊が、その

人の想念帯の浄化と表面意識に働きかけるからです。

　各人が、天使の話しを聞き、気分が楽になった、気持がセイセイした、八正道を行じよう、人

々に伝えよう、という自覚は、すべて守護霊のこうした作用があるからです。それは、天使の心

が、宇宙の心を心としており、各人の心を知っているので、各人の心を体する守護霊と自由に、

話しが出来るためでもあります。もっとも、ここで間違えては困ることは、各人の想念帯と表面

意識は、よいにつけ、悪いにつけ、それは各人自身のものであり、そうした意識をムリムリかえ

させることはありません。各人の意識は、各人の意識であり、その自由、その意思は、神仏が与

え、各人が所有するものですから、これは神仏といえども、自由にはならないのです。それだけ

の特権を、人間各自が持っています。従って、各人の守護霊も、各人の表面意識、想念帯が、こ

れを迎え入れる自覚が出てこない限り、自由にはならないし、裏面意識に顔を出すことさえ出来

ないのです。また反対に、表面意識や想念帯が、守護霊を迎え入れたいと願っても、その人の環

境、意識の調和度、その他、諸々の事情で出られぬこともあります。従ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いちがい),一概)に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れいどう),霊道)が開い

た、そのこと自体にたいして評価はできません。霊道が開いたから、あの人は調和されている、

いないということはいえないのです。霊道は開いていなくても、意識の高い人もありますし、逆

に霊道は開いてはいるが、低い人もおります。霊道そのものは、いろいろな諸事情が加味されて

開くものだからです。それは神仏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はか),計)らいであり、光の天使の状況判断にかかっています。同時

にこれを受け入れる各人の意識そのものにも理由はあります。

　何れにしましても神理を悟った天使の話しを聴聞することによって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねんたい),想念帯)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おお),蔽)っていた各人

のこれまでの考え方、想念、教養、徳性に変化が起こり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きせい),既成)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんねん),観念)に各種のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎもん),疑問)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),湧)いてまいり

ます。そうして、そうした疑問は、やがて、回を重ねるにしたがって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ざんじ),漸次)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ひょうかい),、氷解さ)れてゆきま

す。しかし疑問そのものは、各人それぞれ異なり、次第に高次元化されてゆく人もあります。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎ),疑)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もん),問)の連続、そしてその回答の積み重ねは、やがて、心に通じます。疑問は天使の話しEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ちょうもん),を聴聞す)る

ことによって生じ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(みず),自)から行ずることによって、事実と理論の一致という解答でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うら),裏)づけられてゆ

くものです。ですから疑問と行動は、たえずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひょうり),表裏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いったい),一体)となっていることが理想であり、悟りえの

早道といえます。ここで注意したいことは、疑問の解答が事実となって現われる場合と、そうで

ない場合があります。それは守護霊がその人の意識を磨くためです。その人に必要な時は直線的

に、そうでない時は間接的に、解答を出すからです。たとえば、ある人が天使の神理を聴きま

す。その神理を聴く時期がその人の人生、これからの一生にとって大事な運命の岐路に立ってい

る場合は、その解答は直線的になります。つまりズバリ、ズバリと当てていきます。そうして、

その人をして、神理の神理たる所以を教えてゆきます。間接の場合は、ある程度、その神理も分

り、昔のように、五官や六根に左右されないとみれば、今度は、手をかえ、品をかえ、より高次

の疑問をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ていじ),提示)し、その解答を、自からの意識でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さと),悟)るように仕向けるのです。こうした場合は、疑

問に対する解答は、容易に解けません。解けてもちがっています。守護霊は、あの世とこの世を

みており、各人の生活を四六時中見守っていますから、その人の意識の状態EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),、魂の)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょざい),所在)いかん

で、いろいろ指導します。そのヤリ方は各人各様です。一概にはいえません。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れいどう),霊道)が開いたということは、天使の光が、その人の意識に入ったことであり、同時に、内から

の光が外に出たことを意味します。想念帯に窓が開くそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんけい),典型)が霊道です。霊道の事を普通はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れい),霊)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(のう),能)といいますが、霊能が開くと、いろいろなことが分ってきます。人の心はもちろんのこと、病

気の原因、明日起り得る出来ごと、離れていても天使と話しができ、したがって電話もいりませ

ん。天使自身は、観自在で、居ながらにして、遠く離れた諸々の事象をキャッチします。ある人

の如きは、三時間も、ある映画館で、映画を楽しんだこともあります。これは自分の身は家に居

ながらにしてなのです。･･････こういう人ばかりですと、映画館はアゴがひあがってしまいます

が、これは守護霊の存在と、その事実をみせるために、やったことで、年がら年中やるわけでは

ありません。

　霊能はこうした長所を持っていますが、短所もあります。それは表面意識の作用と想念帯のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),振)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どう),動)で、本人に欲が生じ、威張ったり、おごる気持や、金儲けの手段に使いますと、危険なものと

なるからです。守護霊は光を体とした、慈悲と愛EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しんじょう),が身上で)あり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いば),威張)ったり、おごる気持とは、

体質的に合わないからです。潜在意識のところで触れたように、それは電気的作用で守護霊はそ

の人の意識に働きかけますから、おごる気持は、守護霊の働く場を失ないます。つまり守護霊は

その人についてゆけず離れます。ところが、想念帯の一部は開いています。守護霊は、その人か
ら離れる際に、その想念帯の開いた個所をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふさ),塞)ぎますが、そのスキに、動物霊や、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まおう),魔王)が入ってく

るのです。具体的には、おごる気持は、こうした動物霊や魔王と同通するのです。従って、その

人の意識が、これらを引き込むわけです。類は類をもって集まる。動物霊や魔王に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どっけ),毒気)を吹き

かけられ、守護霊でもこうした場合、手がつけられぬことがしばしばあるのです。ですから、霊

能者は、普通の人よりも、釈迦の正法を常に行じてゆくように、心掛けることが大切です。

　天使は、その人にとって霊能を開かせた方がよいとみた場合は、開かせます。しかし、その慈

悲と愛が相手に通ぜず、それを悪用されては、折角の慈悲はなんの役にも立ちません。各人は、

それぞれ、主体制をもった神仏の子です。各人には自由と創造が与えられ、その自由と創造、そ

してその意思にたいしては、神仏といえども、動かすことはできないのです。太陽は地上に無限

の光を与えています。しかし、それを受け入れる人間の側が、これに感謝し、これを善用する

か、あるいは当然として悪用するかは、各人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まか),任)されているのと同じです。この点を各自がシッ

カリとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きも),肝)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めい),銘)じておきませんと、大変なことになります。これは、霊能者の基本です。同時に正

法を行ずる者の態度でなければなりません。

　しかし、そうした緊急の事態にたいして、天使は、二次的、三次的な配慮をなしております。

長い目でみた場合、そうした過程がその人にとって必要であることがあるのです。それは本人が

夢からさめた時に、ハッキリ自覚されます。しかし、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひょうい),憑依)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さよう),作用)が、その家庭をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はか),破)かいすると

みられた場合は、ただちに、動物霊、魔王を取りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(のぞ),除)きます。そうして、想念帯の窓をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(と),閉)じてしま

います。

　霊能そのものは、悟りへの一過程にすぎません。悟りとはほど遠いものです。それなのに鬼の

首でも取ったように、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うちょうてん),有頂天)になりますと、とんだ間違いをしでかし、天使の慈悲をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あだ),仇)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),返)えす

ことになります。よくよく気をつけねばならないところです。

　ともかく霊能というものには、このような短所があり、長所ばかりではないということも知ら

ねばなりません。

　ところで、私達が天使の光を求めるその動機はなんなのでしょうか。また、天使自身が、皆さ

んに、なんのために、光を与えるのか。

　私達の目的は、一口にいえば、安心した生活。それは、肉体的にも精神的にも、ということに

なりましょうEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しんぎょう),。心経の)中に書かれている心の調和、そして仏国土をつくるということよりも、目

先きの利害にとらわれるのが常であります。目先きの利害が一致してこそ、心の調和、仏国土と

いうのが彼岸のようです。ですから、まず利害の一致です。事業を持つ者は事業がうまくゆくよ

うにEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(びょうしょう),、病床に)ある者はそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かいふく),恢復)をと。それは職業的にも、経済的にも、健康的にも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めぐ),恵)まれてこ

そ、正法が信じられるわけです。安心した生活は、こうした現象的な利益につながってこそ得ら

れるものでしょう。

　ところが、正法というものは、こうした現象的利益と、一致するように出来ているのです。正

法とEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じゅんかん),は循環の)法則であり、慈悲と愛という幸せを与えてくれるものだからですEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じゅんかん),。循環と)は、すべ

てが、めぐり、めぐってくるということです。心も肉体も、エネルギーの集合体です。宇宙も空

間もエネルギーから出来ています。テレビのチャンネルを回わすと、いろいろな画面がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うつ),写)ってき

ます。電波は目にはみえませんが、エネルギーを母体として、空間に生きているからです。人間

の想念行為も、これと同様に、感謝の想いは感謝として、正しき行為は、それに応じEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ほうしょう),た報奨と)し

て、本人にかえってくるのです。ですから正法そのものは、現象利益にも通ずるということで

す。すべてのものは、円運動をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えが),画)いて循環しています。円である以上、三六〇度回転すれば、再

びもとの位置に返えってくるのです。太陽がまるい。地球も円形です。他の星々も、すべて円形

です。四角や三角はありません。地球は太陽の回わりを、円を画きながらまわっています。宇宙

は、正法そのままの姿で素直に動いているのです。人間の精神構造も、図EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(あらわ),に表せ)ば、円になって

しまうのです。原子の世界も原子核を中心に、そのまわりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いんがいでんし),陰外電子)が、ぐるぐると回わってい

ます。こうみてきますと、小は原子から、大は宇宙まで、すべてが、正法に照らして、円運動を

画いているわけです。生命というものは、円運動を起こしながら動いているのです。

　人間の生命も、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かく),核)を中心に、五人の分身が、円運動を画きながら生き続けています。その一つ

が欠けても、多くても、生命体として維持することはできないのです。ですから、人間の生命

が、肉体が、円滑に、円運動を画いてゆくためには、各人々々が、正法に照らして、正法に即し

た生き方が必要になってくるのです。人間は小宇宙とはいえ、各人には自由と創造、意思が与え

られていますから、その想念、行為は、各人の自由にまかせられています。それだけに、正法に

反すれば、病気や、事業不振や、さまざまなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なや),悩)みを抱くようになるのです。

　正法とは、法であり、法は又慈悲と愛であります。太陽が正法通り、熱、光を地上にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(お),惜)しげも

なく与えて下さるから、地上での生活が可能なのです。喜びがあるのです。これが慈悲でなくて

なんでありましょう。

　太陽は無言のうちに、私共に、その生き方を教えています。

　すなわち、正法を理解し、慈悲と愛に生きよ――と。光の天使は、その正法の存在を、盲目と

なった人々に、明らかにしているのです。現象利益も、正法を理解し、実行するならば、自然と

与えられることを教えています。ですから、現象利益、大いに結構なのです。正法にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そ),沿)った生き

方、つまり、慈悲と愛――そこまでいかなくとも、私共はその一つ一つを、正法にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そく),即)すような生

き方が、行じられるようにしたいものです。
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